
○ 南海トラフ地震は概ね90年～150年周期で発生、昭和南海地震(1946年)から既に78年が経過。
○ 2009年から累次にわたる行動計画は、県や市町村、事業者、県民がそれぞれ実施すべき具体的な取組をまとめたトータルプラン
○ 揺れや津波から「命を守る」対策、助かった「命をつなぐ」対策、復旧・復興期の「生活を立ち上げる」対策の３つのステージごとに取組を推進

１．南海トラフ地震対策行動計画とは

２．第６期行動計画のポイント

➢ 能登半島地震や南海トラフ地震臨時情報の教訓を踏まえ、
４つの観点で「事前の備え」を強化・加速化
（１）「自助」、「共助」の取組の強化
（２）避難環境の整備の強化
（３）復旧・復興作業に向けた事前の備えの強化
（４）災害に強いインフラ整備の加速化

➢ 新たな国の被害想定を踏まえ、R7年度末に県版の精緻な被害
想定を公表し、その結果を踏まえ、行動計画をバージョンアップ

高知県南海トラフ地震対策行動計画（第６期 令和7年度〜令和９年度）の概要

３．これまでの減災効果と第６期行動計画の減災目標

H25年5月 R7年3月 R10年3月

想定死者数 約42,000人 約7,800人 約3,500人

[住宅耐震化率 ] 74％ 91% 94％
[津波早期避難意識率 ] 20％ 70% 100％
[津波避難空間整備率 ] 26％ 100% 100％
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81%減

減災目標

さらに
55%減

　92％減

対策数は

計258

４．これまでの成果・今後の取組

命を守る対策 命をつなぐ対策 生活を立ち上げる対策

事前復興まちづくり計画の策定推進

令和６年能登半島地震の発生

・土砂災害特別警戒区域が広がる中山間地域でも計画策定を推進
・R7 中山間地域事前復興まちづくり計画策定指針の作成
・R8～R9 計画策定着手 15市町(15/34市町村)

➢中山間地域へ拡大 〜持続可能なまちづくりへ〜

➢東日本大震災の教訓
・R3年度末 津波から速やかに復興できるよう、沿岸部の指針を作成
・R6年度末 沿岸19市町村中、策定済 ２市町、着手 14市町

たいさくくん

❶津波早期避難意識率
H25:20％ → R6:70％

❷避難場所の整備 2,723箇所

うち、津波避難タワー 126基

❶避難所運営マニュアルの作成
全避難所の99％で作成済
（1,271／1,285）

❷受援計画の作成
県・市町村で作成済(54業務)

❸避難環境の整備
トイレ・キッチンカー整備(県・民)

トイレカー12台 キッチンカー3台

完

新

新

完

完

❸浦戸湾三重
防護事業(～R13)

今後30年以内の
発生確率80％程度

啓発
により

©やなせたかし

※想定死者数は、高知県南海トラフ地震被害想定調査により算出

※



高知県では、災害時における被災情報や防災情報を収集・伝達する手段として、「高知県防災行政無線システム（地上系・衛星系）」、「高知県総合防災
情報システム」を介して、気象情報、避難情報、被害情報等を国、市町村などと共有し、応急活動の迅速化を図っている。

概 要

高知県防災行政無線システム（地上系・衛星系）

高知県総合防災情報システム

■地上系構成局（102局）
県庁、県出先機関、市町村、消防本部、防災関係機関、災害拠点病院、放送事業者

■主な機能
電話・ＦＡＸ、高所カメラ（12ヵ所）、テレビ会議システム（６拠点）

■衛星系構成局（63局）
県庁、県出先機関、市町村、消防本部

■主な機能
電話・FAX、ﾍﾘ映像･VSAT映像の送受信、総合防災情報ｼｽﾃﾑ接続(R7年度内)

※国、都道府県との連絡手段として、
整備しており電話、ＦＡＸ及び映像
共有が可能

（SOBO-WEB：新総合防災情報システム）

県庁
市町村

内閣府

SOBO-WEB
高知県

総合防災情報システム

高知県
防災アプリ

県・市町村等

■利用機関
県庁、県出先機関、市町村、消防本部、
防災関係機関、ライフライン機関

■主な機能
被害報告、避難情報、避難所開設情報 等

※Ｌアラートと自動連携により、緊急速報メールや報道機関に自動配信することで、県民へ
防災情報を提供

ブロードバンド衛星通信システム（スターリンク）

インターネット

インターネットクラウド
・防災情報システム
・物資支援システム

など

WI-FI

■設置場所
県庁、総合防災拠点（８箇所）
保健総合庁舎、福祉保健所（6箇所）
災害拠点病院（11箇所） 計26箇所

■主な用途
・インターネットクラウドへのアクセス
（総合防災情報システム、国のEIMSや

新物資システム など）
・IP電話、テレビ会議、WI-FI

※インターネット環境を応急救助機関
等に提供。

高知県における被害情報の収集・伝達手段の概要



気象庁の気象警報等

避難指示等

避難所開設情報

土砂災害危険度情報

任意メッセ－ジ
iPhone
Android

スマートフォン

アプリのサービスイメージ

高知県HP
こうち防災情報

知事メッセージなど

詳細な情報を把握

自動配信

！通知

雨量・水位・ダム情報

気象レーダー

避難所情報

防災クイズ

地震・津波情報

平時にも活用

グループSOS

通知パネルを
タップすると
アプリの該当
画面が起動

利用者の現在位置情報

予め設定した市町村の情報

リアルタイムの防災情報
例)・地震情報、津波情報

・気象警報
・避難指示
･時間雨量80mm
･避難判断水位超過
･土砂災害危険度３ 等

予め設定した情報種別

防災学習

防災ガイド

県内の雨雲の動き
を表示

防災の知識をクイズ形式で
学ぶ

県の啓発パンフレット等
を閲覧

防災の基礎知識について
ドキュメント記事を閲覧

前もって登録した
別ユーザーに安否
情報を送る

水防情報

防災マップ

カメラ映像

連
携

地域を限定
プッシュ通知

閾値
判定

高知県防災アプリ

高知県危機管理部

令和２年度から運用
令和7年８月末時点
高知県防災ｱﾌﾟﾘｲﾝｽﾄｰﾙ数

：約9万７千

気象庁が
発表する
情報を即
時に表示

ハザードマップと
開設された避
難所の位置や
経路を表示

地震 津波

多言語化対応（６カ国７言語）

英語、中国語（簡体字・繁体字）、韓国語、
ベトナム語、インドネシア語、タガログ語

高知県防災アプリの概要




